







として Trifluralin，DCP A， PCPの3種をとりあげて， そのヒエおよびイネの発芽に対
する作用の違いを，除草剤の濃度条件，作用時の温度条件をいろいろかえて調べてみた.













シャーレ中の浦紙上に50個ずつ置床し (4区制)，蒸溜水(対照〉と Trifluralin，DCP A， 
PCPの O.1， 1， 10， 100， 1000 ppmの各濃度液を浦紙が飽水する程度に入れて， 15， 25， 
350Cの温度の暗黒条件下において， 発芽および発恨の状態を調べた. 実験期聞は 150C
が14日間， 250Cが7日間， 350Cが3日間である. 各薬剤の水溶解度は Trifluralin1 
ppm以下， DCPA 150-200 ppm， PCP 20-25 ppmで溶解度以上の濃度のものは乳濁
液である.
実験結果
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いが， 10 ppm以上の高濃度では図版Iのように段階的に薬害を生じ， 第 1図のように発
芽，発根が遅延し，特に 1000ppmで発根が著しく影響を受ける.
150C: ヒエは 10∞ppmで奇形が著しくなり， 100， 1000 ppmと濃度が高くなるにし
たがって発芽に時間がかかるようになる.また 1ppmでは発芽，発根は遅れるが奇形の程
度は小さい.イネは 10ppmから奇形を生ずる.一般に低温のためか発根が遅延し，発根
率が低下し特に 100，1000 ppmで著しい.ヒエでもイネ (150C)でも薬害は初め発芽，
発根の遅延となって現われ， 濃度が高くなると今度は奇形が生ずるが発芽は早くなる.
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第 2表 発 線 係 数
1 Trifluralin 
ヒ ~ イ ネ
(ppm) 1S0C 250C 3li0 C 150 C 250 C 350C 
対 照 14.4 39.9 81.9 5.8 27.1 36. 1 
0.1 14.9 38.4 85.4 6.2 28.2 40.7 
1 12.9 41.7 84.7 5.9 27.5 42. 1 
10 12.7 34.7 91.3 6.3 24.8 40.7 
1ω 10.8 42.7 98.5 4.6 25.9 31.7 
10∞ 11.8 45.4 84.3 4.2 22.2 22.1 
2 DCPA 
ヒ ~ イ ネ
(ppm) 150C 250C 350C 15・c 250C 350C 
対 照 16.6 45.8 47.5* 5.9 26.4 39.8 
0.1 16.3 41.1 44.6 5.5 26. 1 37.6 
1 15.7 33.6 44.5 5.2 26.3 36.1 
10 16.3 42.8 43. 1 5.3 25.5 32.5 
100 12.1 32.8 36. 1 3.2 19.3 20.6 
1α)() 
3 PCP 
ヒ ~ イ ネ
(ppm) 15"C 250C 350C 150C 250C 350C 
対 照 12.2 37.9 46.6* 7.3 27.9 37.9 
0.1 10.8 32.2 53. 5 6.7 27.4 38.4 
























められない. 100 ppmでは発根率が低下して根が伸長せず， 奇形が強くなる〈図版E参
照〉。イネは 10ppmで発芽率，発根率ともに低下し薬害を生じて鞘葉がふくれ， 100ppm 
では発根率が低下し発根が非常に遅れてほとんど伸長しない.

































Trifluralinの水溶解度は270Cで 1ppm以下である. 普通には a 当たりその1O~15g 
を10.e の水に溶解して散布するので散布濃度は 1000~1500 ppmであり， 3cm湛水の
場合の湛水中の濃度は 3~5ppm となり，散布液，湛水田の水ともに乳濁液の状態である.
しかし Trifluralinは揮発性があり，また紫外線によって分解されるので実際には水田中





なる.Schultz (1967)によれば TrifluralinはO.1μM~10μM(約 34~3400ppm) の濃度

























イネとも 1ppmまでは発芽するが， 濃度の増加とともに発芽の遅延が起こり， ヒエとイ
































ヒエの防除に有効な除草剤である Trifluralin，DCP A， PCPの3種の薬剤について，
それらのヒエおよびイネの発芽に対する作用の差異を知るために各除草剤の濃度を 0.1，1 
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10， 100， 1000 ppmに，温度を 15，25， 350Cにかえて暗黒条件下で実験を行なった.
1) ヒエ，イネともに Trifluralinの全濃度で各温度条件下とも発芽するが， ヒエは1
ppm以上， イネは 10ppm以上で薬害があり， 特にヒエ， イネともに 10ppm以上では
奇形が著しくなって枯死する.350Cではヒエは100ppm，イネは 1ppmで発芽が促進さ
れるが， ヒエは高濃度のため枯死する. 1~10ppm の濃度の範囲ではヒエとイネの聞に
発芽に選択性があり，イネは薬害なく，ヒエは薬害を生じて奇形となる.
2) ヒエ， イネともに DCPAの1∞Oppmでは各温度条件下とも全く発芽せず， 1∞ 
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図版 I
ヒ エ Trifluralin350C 3日後 イ ネ Trifluralin250C 7日後
ヒ エ DCPA350C 3日後 イ ネ DCPA250C 7日後
ヒ ェ PCP 350C 3日後 イ ネ PCP 250C 7日後
|温版1 Trifturalin， DCPA， PCPの各種濃度条件下におけるヒエおよびイネの発芽状況
1: 1000 ppm 
4: 1 ppm 
2: 100 ppm 
5: 0.1 ppπ1 
3: 10 ppm 
6:対照
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DCPA 350C 3日後 DCPA 250C 7日後
図版 n Trifluralin， DCPA， PCPの各種漫度条件下におけるヒエ
およびイネの発芽と薬害
1: 10∞ppm 
4: 1 ppm 
2: 100 ppm 
5: 0.1 ppm 
3: 10ppm 
6:対照
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